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GPTMS / キトサン= 0.1 (モル比) のキトサン溶液を 60ºC で 0 ~18 時間まで熟成し
たファイバーでは，キトサンの結晶性の低下は見られないことを示している。また，熟














量も増大することを見出している。キトサン溶液中のリン酸イオン濃度を 0.02 M とし
たファイバーはアパタイト粒子がファイバー内部まで一様に分布した構造を持ち，ファ
イバー中のアパタイト粒子は生体骨中のアパタイト粒子と近い形状を持つことを見出















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は有機－無機複合ハイブリッドから骨組織親和性に優れたファイバーを得る
とともに，その分子構造や三次元形態を制御することにより，機械的特性の制御や靱帯
修復に求められる応力遮蔽低減のための基礎的指針を明らかにし，生体軟組織修復用の
複合材料設計の観点から有益な知見を与えるものである。 
 審査委員からは研究のオリジナリティ，目標とする性質，臨床での使用方法，本研究
から見出された基礎的原理などに関する質問がなされ，いずれも著者から明快な回答が
得られた。また，公聴会においても，多数の出席者があり，種々の質問がなされたが，
いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
